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　100号館8階181教室にコンテンツ制作技術を学ぶ演習システムを導入しました。このシステムの特

徴は、Wacom社製液晶ペンタブレットCintiq22HD touchを80台の全てのクライアントPCに導入して

いる点で、この規模の液晶ペンタブレットを導入している事例は、西日本最大級となっています。液晶ペン

タブレットにより、学生は直接モニタにグラフィックスを描画し、立体モデルを直感的に操作することが可

能となっています。また、マルチガラススクリーンシステム、双方向授業支援システムを導入することで、学

生の操作をリモートで支援したりグループワークが可能となっており、演習の効果をさらに高めています。

このように、多様なコンテンツ制作教育をアクティブラーニング形式で円滑に行うためのシステムとなっ

ており、文部科学省の平成26年度「私立大学等改革総合支援事業（タイプ1）」にも選定されています。

私たちの

多様なコンテンツ制作教育を円滑に行う！

久留米工業大学グループ校の
施設や設備をご紹介致します。場学び

学校法人久留米工業大学 広報誌アドバンス

vol.

03
[ 2016.2]

3
MANABIBA

 File

No.

ビジュアルテクノロジーを活用したアクティブラーニングシステム
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９階からの展望

西方向

　席数307席の大教室です。講義の
ほかに講演会やイベントにも利用で
きます。後方にはモニターも備えてお
り、可動式の間仕切り壁を利用する
と２教室としても利用できます。

　この庭園に表現したのは、筑後川が流れる久留米市や田主丸、
高良山、耳納連山の風景そのものであり２本の川の流れがやがて
１本となり最後には有明海へ流れるイメージで耳納連山にあるた
くさんの大きな樹木や季節ごとに咲く花々、そんなダイナミックな久
留米の地を表現しました。
　植物には久留米市の高良竹林で知られている金明孟宗竹と、
松や梅、桜、サルスベリ、久留米ツツジ、モミジ、ツワブキ など全部で
100種類以上を使い、表現を豊かにして風景を作る景石には、田
主丸の自然石を大小100t以上使いました。
　また今回の作庭にあたり心掛けた点が２点あります。１つめは植
物の植え方です。夏場の植栽作業だったので、初めに高木を植え

れるベストガーデン賞とダブル受賞を３年連続で果たし2015年に
は、同じくアーティザンガーデン部門で４年連続となる金メダルを受
賞し計７つの金メダルを獲得した。日本の玄関口でもある羽田空
港(第一ターミナルビル内)に受賞作品「花の楽園」を再現。東北を
はじめとする日本の風景の美しさをアピールし続けている。全国で
庭と壁面緑化事業を展開し環境保護に貢献すべく活躍中。1958
年長崎県生まれ。

　久留米工業大学  交通機械工学科を卒業。22歳で生け花の本
流『池坊』に入門。以来、花と緑に魅了され路上販売から店舗、 そ
して庭造りをスタート。その後、苔を使った庭で独自の世界観が国
際ガーデニングショーの最高峰である「英国チェルシーフラワー
ショー」で高く評価され、2006年から異部門で史上初の３年連続
金メダルを受賞した。そして 2012年、2013年、2014年と３年連続
でアーティザンガーデン部門で金メダル。さらに部門内1位に贈ら

ることで木陰を作ってからその影に下草を植えるようにし暑さに弱
い草花を守るようにしました。２つ目が季節感です。花木は四季
折々で花を咲かせ、常緑樹と落葉樹をバランスよく配置させた高
木は、夏は木陰を作り冬は落葉して陽を落とします。
　暖かさと共に新芽が出て春の訪れを知らせ、寒さと共に葉はだ
んだんと紅葉し、実は赤くなり、冬の訪れを知らせてくれます。庭園
を見て季節の移り変わりを感じていただけると思います。
　この庭園には、私が持っている力を出し切り全てを詰め込みま
した。庭には完成がありません。これからもこの庭をずっと守り、さら
に進化させ、後輩に託したいと思います。

庭園（ビオトープ）

空気の澄んだ日には、遠く長崎の雲仙まで見渡
すことができます！

高速道路から見ることもできる、成田山の観音様
と同じ目線で向き合えます。ご利益があるかも？

八女の山々が雄大にそびえ、自然豊かな風景で
心が落ち着きます。

久留米の夏の風物詩、筑後川花火
大会。距離はありますが、２会場見
渡すことができます!!

北方向

N

EW

S

南方向

筑後川
花火大会

庭園デザイナー 石原 和幸

３階階段教室
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明
る
く
自
由
に
仲
間
や
教
師
と
交
流
し
、伸
び
伸
び
と
学
習
で

き
る
空
間
を
創
造
し
、最
先
端
設
備
で
学
習
能
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、

安
全
で
快
適
な
学
習
環
境
を
提
供
す
る
。

　
ま
た
、高
校
生
活
を
ク
ラ
ブ
活
動
で
も
充
実
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
ク
ラ
ブ
棟
を
整
備
す
る
。

【コンセプト】

（新課外活動棟イメージ図）

（新校舎イメージ図）

▶新課外活動棟概要
建築場所：木造南校舎跡地
階　　層：地上２階建
延床面積：約640㎡

▶新校舎概要
建築場所：木造北校舎跡地
階　　層：地上３階建
延床面積：約2,000㎡

▶事業予定
平成28年２月　実施設計完成
平成29年３月　竣工予定

新課外活動棟
建設地

新校舎
建設地

祐誠高等学校新校舎等建設

マスタープラン

　

創
立
50
周
年
記
念
式
典
が
平
成
27
年

11
月
28
日（
土
）、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
久

留
米
で
開
か
れ
招
待
者
や
教
職
員
並
び

に
学
生
、約
3
5
0
人
が
出
席
し
て
節
目

の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
今
泉
学
長
よ
り「
1
0
0
周

年
を
見
据
え
建
設
し
た
新
校
舎
1
0
0

号
館（
テ
ク
ノ
み
ら
い
館
）や
、次
世
代
の

乗
り
物
の
開
発
を
目
指
す
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
・モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所
の
開
設
な
ど
、

新
た
な
試
み
を
続
け
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
、よ
り
よ
い
大
学
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、学
校
法
人
を
代
表
し
て
吉
武

理
事
長
よ
り「
現
場
で
き
ら
り
と
光
る
実

践
力
を
育
む
も
の
づ
く
り
の
学
び
が
で
き

る
大
学
と
し
て
、磨
き
を
か
け
て
い
き
た

い
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
、「
英
国
チ
ェ
ル
シ
ー
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ー
」で
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
、庭
園

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
本
学
客
員
教
授
の
石
原
和

幸
氏（
本
学
１
期
生
）に
よ
る
講
演
会
と

生
け
花
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
な
わ
れ
、

盛
大
に
講
演
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

久留米工業大学 創
立50周年記念式典

後援会会長より記念品の贈呈

石原氏による
生花パフォーマンス

会場風景

理事長挨拶 学長式辞

同窓会会長より記念品の贈呈

08 07
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久留米工業大学大祐誠高等学校高久留米工業技術
専門学校専久留米自動車

学校自法人本部本

Topics&News
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
活

動
の
一
環
で
、11
月
15
日（
土
）に
行
わ

れ
た
第
３
回
佐
賀
大
学 

コ
ン
テ
ン
ツ

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
次
審
査
に

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
か
ら
以

下
の
２
作
品
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、

３
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
公
開
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ

の
結
果
、「Silhouette

」（
学
生
部
門
）

永
田
健
人
君（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

工
学
科
４
年
）が
入
賞
。「
創
造
船
」

（
一
般
部
門
）須
藤
信
君
、具
志
堅
洋

介
君（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科

４
年
）が
優
秀
賞
に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
19
日（
日
）、本
学

の
創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

『
世
界
一
の
庭
師
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
&
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
』と
題
し
、本
学
の
卒
業
生（
交

通
機
械
工
学
科
）で
客
員
教
授
の
世

界
的
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ナ
ー
で

あ
る
石
原
和
幸
氏
に
よ
る
講
演
会

が
愁
華
祭（
大
学
祭
）と
同
時
に
開

催
さ
れ
、約
１
３
０
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。講
演
の
冒
頭
で
は
、石
原

　

平
成
26
年
11
月
12
日（
水
）に
開

催
さ
れ
た
芸
術
鑑
賞
会
で
は
、日
立

の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ「
こ
の
木
な
ん
の
木
」

で
有
名
な
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ「
Ｉ

Ｎ
Ｓ
Ｐ
ｉ
」を
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎

え
、そ
の
温
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
心

に
残
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。様
々

な
童
謡
・
歌
謡
曲
を
ア
カ
ペ
ラ（
伴

奏
な
し
の
合
唱
）で
熱
唱
さ
れ
、生

徒
会
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
生
徒
へ

の
ボ
イ
ス
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
講
座
で

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
祐
誠

高
校
校
歌「
希
望
号
は
ゆ
く
」を
ア

氏
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
繊
細
な
フ

ラ
ワ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
参
加
者

を
魅
了
し
、そ
の
後
に
行
わ
れ
た

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、石
原

氏
の
今
ま
で
の
経
験
談
や
国
際
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
最
高
峰「
チ
ェ
ル
シ
ー
・

フ
ラ
ワ
ー
・シ
ョ
ー
」（
英
王
立
園
芸

協
会
主
催
）の
裏
話
な
ど
大
変
貴
重

で
興
味
深
い
お
話
を
お
伺
い
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
学
教
育
創
造
工
学
科
中
村

文
彦
教
授
の
グ
ル
ー
プ
の
成
果

〝
モ
ッ
ト
絶
縁
体Ca

2RuO
4

の
低

電
場
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
現
象
〞（
文

献
１
）が
、最
新
版
の
国
際
半
導
体

技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
２
０
１
３
年

カ
ペ
ラ
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
披
露
さ
れ
、会

場
は
驚
き
と
感
動
に
つ
つ
ま
れ
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
６
月
８
日
に
開
催
さ

れ
た
、も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
福
岡

県
大
会（
測
量
競
技
部
門
）に
お
い

て
、土
木
科
２
年
平
嶋
大
雅
君（
福

島
中
）山
口
智
史
君（
筑
後
中
）小
林

聖
也
君（
三
潴
中
）の
チ
ー
ム
が
見

事
、準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
は
、測
量
機
器
を
用
い

て
一
辺
約
30
ｍ
の
五
角
形
を
観
測

し
、各
点
の
座
標
を
求
め
、精
度
と
タ

イ
ム
を
競
う
も
の
で
す
。

版（International 
Technology 

Roadm
ap for Sem

iconductors 
2013 

Edition

）に
新
し
い
メ
モ
リ
・

デ
バ
イ
ス
〝
モ
ッ
ト・メ
モ
リ
〞
の
ひ

と
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。今

後
、そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
と

も
に
省
エ
ネ
メ
モ
リ
や
セ
ン
サ
、音
波

発
信
器
な
ど
の
電
子
素
子
へ
応
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
２
月
14
日（
土
）・
15
日

（
日
）、町
民
の
森（
久
留
米
市
城
島

町
）を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、９
つ
の

酒
蔵
び
ら
き
が
２
日
間
行
わ
れ
、延

べ
11
万
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

　

平
成
26
年
９
月
か
ら
実
施
し
て
い

た
体
育
館
の
耐
震
改
修
工
事
が
、平
成

27
年
２
月
６
日
に
完
了
し
、引
渡
を

受
け
ま
し
た
。生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
長

い
期
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
、引
き
続
き
施
設
等
の
改

修
を
行
い
、安
心
安
全
な
学
校
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
４
日
、久
工
祐
誠

同
窓
会
よ
り
、体
育
系
ク
ラ
ブ
に「
応

援
旗
」を
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。竹
内
正
俊
同
窓
会
会
長
よ
り
13

の
ク
ラ
ブ
の
代
表
に
手
渡
さ
れ「
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と

の
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
後
、各
ク
ラ
ブ
の
大
会
会
場
等

た
。初
日
、大
学
か
ら
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
14
名
と
男
子
学
生
２

名
が
久
留
米
工
業
大
学
の
法
被
を

着
て
、メ
イ
ン
会
場
の
接
客
、後
片
付

け
及
び
ゴ
ミ
収
集
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。お

客
様
か
ら
、「
礼
儀
正
し
い
学
生
」と

評
判
を
得
て
、中
に
は
、お
客
様
か
ら

の
差
し
入
れ
を
頂
き
、楽
し
く
、忙
し

い
１
日
を
笑
顔
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
建
築
・
設
備
工
学
科

を
卒
業
し
、平
成
22
年
に
本
学
大
学

院
を
修
了
し
た
Ｏ
Ｂ
の
原
口
考
さ
ん

が
、一
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
ま

し
た
。原
口
さ
ん
は
現
在
、福
岡
の
建

築
構
造
設
計
事
務
所
で
活
躍
中
で

す
。久
留
米
大
学
や
西
南
学
院
大
学

に
あ
る
建
築
物
の
構
造
設
計
な
ど

を
担
当
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
16
日（
金
）、タ
イ

国
の
ラ
チ
ャ
マ
ン
ガ
ラ
工
科
大
学
・カ

セ
サ
ー
ト
大
学
か
ら
、ウ
ィ
ッ
テ
ィ

ワ
ッ
ト・コ
ン
ラ
タ
ナ
プ
ラ
サ
ー
ト
氏

で
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

の
で
、是
非
、会
場
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
２
月
17
日
付
け
で
、

久
留
米
工
業
技
術
専
門
学
校　

工

業
専
門
課
程
二
級
自
動
車
科
お
よ

び
一
級
自
動
車
科
の
２
学
科
が「
職

業
実
践
専
門
教
育
課
程
」に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」と
は
、

高
等
教
育
に
お
け
る
職
業
実
践
的

な
教
育
に
特
化
し
た
新
た
な
枠
組

み
づ
く
り
に
向
け
た
専
修
学
校
の

専
門
課
程
に
お
け
る
先
導
的
試
行

と
し
て
、企
業
等
と
密
接
な
連
携

に
よ
り
、最
新
の
実
務
の
知
識
等
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
教
育
課
程

を
編
成
し
、よ
り
実
践
的
な
職
業

教
育
の
質
の
確
保
に
組
織
的
に
取

り
組
む
専
門
課
程
を
文
部
科
学
大

臣
が
認
定
し
、奨
励
す
る
も
の
で

す
。企
業
か
ら
の
助
言
を
受
け
て
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
や
最
新
技
術

の
教
授
な
ど
を
積
極
的
に
実
施

し
、今
ま
で
以
上
に
企
業
と
密
接

な
関
係
を
構
築
し
、現
代
の
自
動

を
団
長
と
す
る
大
学
関
係
者
３
名

が
来
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
団
と
の
交
流
会
で
は
、尾
﨑

学
長
の
挨
拶
の
後
、本
学
の
紹
介
お

よ
び
タ
イ
国
側
の
大
学
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
久
留
米
工
業
大
学

と
ラ
チ
ャ
マ
ン
ガ
ラ
工
科
大
・
カ
セ

サ
ー
ト
大
学
と
の
共
同
研
究
や
交

換
留
学
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、

両
大
学
と
国
際
交
流
協
定
の
締
結

に
向
け
た
準
備
を
行
う
こ
と
で
合
意

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
、大
変
和
や
か
な

ム
ー
ド
の
中
で
交
流
会
が
行
わ
れ
、

今
後
両
大
学
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
国

際
交
流
事
業
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

車
社
会
が
求
め
る
人
材
育
成
に
努

め
ま
す
。

　

本
校
の
実
習
環
境
向
上
の
た
め
、

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
株
式
会
社
様
か
ら
最

新
型
の
小
型
オ
ー
プ
ン
カ
ー
で
あ
る

「
ダ
イ
ハ
ツ　

コ
ペ
ン
」が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。主
に
一
級
自
動
車
工
学
科

の
学
生
が
実
習
で
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。電
動
格
納
型
ハ
ー
ド

ト
ッ
プ
や
最
新
の
安
全
装
備
や
環
境

機
能
な
ど
、最
高
の
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
目
指
す
一
級
自
動
車
工
学
科

の
学
生
に
と
っ
て
は
、こ
の
上
な
い
教

材
と
な
り
ま
し
た
。こ
こ
に
改
め
ま

し
て
、ダ
イ
ハ
ツ
工
業
株
式
会
社
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

職
業
実
践
専
門
課
程
の

認
定
を
受
け
る

専

実
習
車
両

（
ダ
イ
ハ
ツ 

コ
ペ
ン
）の
寄
贈

専

建
築
・
設
備
工
学
科
O
B
、

一級
建
築
士
合
格
！

大

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

デ
ザ
イ
ナ
ー
石
原
和
幸
氏

に
よ
る
講
演
会
を
開
催

大

本
学
の
グ
ル
ー
プ
の
研
究

成
果
が
、国
際
半
導
体
技
術

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載

大

「
第
21
回
城
島
酒

蔵
び
ら
き
」に
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

大

タ
イ
国
、ラ
チ
ャ
マ
ン
ガ
ラ

工
科
大
学
及
び
カ
セ
サ
ー
ト

大
学
が
本
学
を
視
察

大

ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ

「
イ
ン
ス
ピ
」公
演

高

体
育
館

耐
震
改
修
工
事
完
了

高
同
窓
会
よ
り

応
援
旗
を
贈
呈

高

第
13
回
も
の
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
測
量
部
門

準
優
勝
！

高
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